
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

《今号の紙面から》

アジア青年平和使節団

人
生
は
演
出
―
感
動
と
勇
気
与
え
る

大
相
撲
春
場
所
　

尊
富
士
の
初
優
勝
に
思
う

第
１
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
を
派
遣

七
尾
市
　

要
請
に
応
え
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
行
う
新　　　宗　　　連
新宗連青年会

被災地支援が実働
能登半島地震

「
ナ
ム
ト
ク
の
丘
」で
慰
霊
・
平
和
記
念
式
典

第
１
次
か
ら

年
　

タ
イ
各
地
で
学
び
、慰
霊
供
養

第

次
ア
ジ
ア
青
年
平
和
使
節
団

新
宗
連

青
年
会


台
湾
東
部
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ


＜
２
面
＞
　
新
宗
連
青
年
会
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
」
、
上
田
紀

行
・
東
京
工
業
大
学
教
授
「
最
終
講
義
＆
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
。

＜
４
面
＞
　
ア
ー
ユ
ス
「
ア
ー
ユ
ス
賞
授
賞
式
な
ら
び
に
創
立

周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
」
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
・
平
和
大
学
講
座
「
諸
宗
教
に

お
け
る
人
間
性
の
教
育
を
語
る
」
。

（
次
号
発
行
は
６
月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
大
相
撲
春
場
所
で
尊
富
士
の
新

入
幕
初
優
勝
は
１
１
０
年
ぶ
り
の

快
挙
、
し
か
も
史
上
最
速
と
い
う

記
録
ず
く
め
の
出
来
事
に
感
動
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
生
は

予
測
不
能
な
ド
ラ

マ
、
山
あ
り
谷
あ
り

大
記
録
達
成
目
前
の


日
目
に
大
怪
我
を
し
て
病
院
に

直
行
。
誰
も
予
想
だ
に
し
な
か
っ

た
展
開
に
思
わ
ず
悲
鳴
に
似
た
声

を
上
げ
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
こ
と

が
起
こ
る
ん
だ
。
明
日
の
千
秋
楽

は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
。
誰
が
優

勝
す
る
の
だ
ろ
う
！
神
様
仏
様
の

お
考
え
は
わ
か
ら
な
い
？
」
と
思

い
ま
し
た
。

　
足
首
の
靭じ

ん

帯た
い

を
伸
ば
し
て
歩
く

の
も
ま
ま
な
ら
な
い
絶
望
的
な
状

態
に
一
旦
は
、
出
場
を
断
念
し
た

そ
う
で
す
が
、
兄
弟
子
の
横
綱
照

ノ
富
士
の
「
お
前
な
ら
で
き
る
。

出
な
い
と
悔
い
が
残
る
ぞ
」
の
一

言
で
奮
起
し
て
、
足
首
に
包
帯
を

巻
き
痛
み
止
め
の
注
射
を
し
て
最

後
の
土
俵
に
上
が
り
、
見
事
優
勝

を
果
た
し
、
大
記
録
を
達
成
し
ま

し
た
。

　
人
生
は
神
様
仏
様
し
か
わ
か
ら

な
い
筋
書
き
の
な
い
大
ド
ラ
マ
で

す
ね
。
あ
の
ま
ま
す
ん
な
り
優
勝

し
て
も
感
動
し
た
で
し
ょ
う
が
、

大
ど
ん
で
ん
返
し
の
結
末
に
日
本

中
が
驚
き
、
感
動
の
渦
に
熱
狂
し

ま
し
た
。
今
回
の
主
役
尊
富
士
の

活
躍
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
脇
役

に
回
っ
た
横
綱
照
ノ
富
士
の
後
押

し
、
最
後
ま
で
優
勝
を
争
っ
た
ま

だ
髷ま

げ

も
結
え
な
い
大
の
里
も
ハ
ラ

ハ
ラ
ワ
ク
ワ
ク
の
引
き
立
て
役
で

し
た
。
私
た
ち
人
間
に
大
感
動
を

与
え
る
た
め
の
神
仏
の
演
出
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
水
泳
の
池
江
璃
花
子
選
手
の
死

の
淵
か
ら
の
復
活
も
し
か
り
、
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手

の
最
高
調
で
の
水
原

一
平
氏
の
事
件
も
し

か
り
、
生
き
る
こ
と

の
す
ご
さ
、
壁
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
人
間
力
、
人
生

は
そ
の
人
の
力
と
使
命
に
応
じ
た

試
練
が
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
役
を

ど
う
演
じ
切
る
か
、
そ
の
演
出
が

周
囲
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
ど
ん
な
出
来
事
も
素
晴
ら
し
い

ド
ラ
マ
で
あ
り
、
感
動
の
連
続
で

す
ね
。

（
田
中
庸
仁
・
真
生
会
会
長
）

　
台
湾
東
部
花
蓮
県
沖
を
震
源
と
し
た
地
震

に
よ
り
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん

で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。
併
せ
て
被
害
に

遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
現
在
も
懸
命
の
救
助
活
動
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
以
上
被
害
が
拡
大

し
な
い
よ
う
、
そ
し
て
、
速
や
か
に
復
旧
が

進
ん
で
い
く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
環
境
下
で
、
悲
し
み
や
苦
難
を
乗
り

越
え
て
努
力
さ
れ
て
い
る
方
々
の
こ
と
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
祈
り
を
通
し
て
、

連
帯
の
心
を
送
り
つ
づ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
４
月
４
日
　
　

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
　
　

理
事
長
　
石
　

倉
　

寿
　

一
　

第１１４６号

２０２４年（令和６年）

４月３０日

「ナムトクの丘」での教団別礼拝（妙智會教団）

泰
緬
鉄
道
博
物
館
で
鉄
道

建
設
の
状
況
を
学
ぶ

　新宗連青年会が「戦争
犠牲者慰霊並びに平和祈

願式典」（．式典）の祈りを基として、（昭和
）年に第１次東南アジア青年平和使節団（アジア懺
悔行）を派遣した。使節団はタイ王国のカンチャナブ
リ県サイヨーク・ノイ国立公園内にタイ式供養塔（サ

ンプラプーン）を建立し、慰霊供養を行った。以降、
先の大戦で激戦地となったフィリピンやシンガポール
など東南アジア各国、中国、韓国へ派遣。そして第
次（年）は台湾に使節団を派遣し、国境や人種、
憎しみや怨みを超えて、宗教者としての真心を傾け慰
霊と供養の誠を捧げてきた。（１面）

被災した家から壊れた家財道具を運び出す

水
道
管
の
漏
水
調
査
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
石
倉
寿
一
理
事
長
）
と
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟

（
新
宗
連
青
年
会
、
宮
本
泰
克
委
員
長
）
は
、
今
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
」
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、
４
月
３
日
か
ら

日
ま
で
復
興
支
援
の
第
１
次
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
を
石
川
県
七
尾
市
へ
派
遣
し
た
。

　
今
回
の
派
遣
は
新
宗
連
事
務

局
員
に
よ
る
２
月
５
～
８
日
ま

で
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
２

月

日
の
「
第

期
第
６
回
理

事
会
」
の
審
議
を
経
て
決
定
し

た
も
の
。
派
遣
先
と
な
る
石
川

県
七
尾
市
は
能
登
半
島
の
中
央

部
に
位
置
し
、
七
尾
湾
に
面
し

た
港
町
。
震
度
６
強
の
揺
れ
で

多
く
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
、

断
水
が
長
期
化
す
る
な
ど
、
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
も
大
き
な
影
響
が
出

た
。
発
災
か
ら
約
４
カ
月
が
経

過
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
回
復

し
つ
つ
あ
る
が
、
被
災
地
の
状

況
や
ニ
ー
ズ
は
刻
一
刻
と
変
化

し
て
お
り
、
中
長
期
的
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

新
宗
連
な
ら
び
に
新
宗
連
青
年

会
は
国
際
救
援
金
を
寄
託
し
た

「
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ

ー
」（
頼
政
良
太
代
表
　
以
下
、

恊
働
セ
ン
タ
ー
）
の
協
力
を
得

て
支
援
活
動
に
従
事
。
加
盟
教

団
な
ど
か
ら
、
延
べ

人
が
支

援
活
動
に
参
加
し
た
。

　
恊
働
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
７

（
平
成

）
年
の
能
登
半
島
地

震
以
来
、
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
支
援
活
動
を
通
じ
て
、

能
登
の
人
々
と
交
流
が
生
ま

れ
、
地
域
の
祭
り
に
も
毎
年
参

加
し
て
き
た
。
今
回
は
発
災
当

日
か
ら
地
域
住
民
の
要
請
を
受

け
、
翌
日
に
は
先
遣
隊
を
派
遣

し
、
小
牧
集
会
所
を
活
動
拠
点

に
支
援
活
動
を
展
開
。現
在
は
、

被
災
者
が
必
要
と
す
る
支
援
物

資
の
配
布
を
は
じ
め
、
避
難
所

で
の
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
被

災
住
宅
の
災
害
ご
み
の
片
付
け

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
１
次
隊
は
七
尾
市
中
島
町
の

小
牧
集
会
所
を
拠
点
に
救
援
物

資
の
管
理
や
仕
分
け
作
業
、
被

災
状
況
の
把
握
、
在
宅
や
仮
設

住
宅
な
ど
に
避
難
す
る
近
隣
住

民
へ
の
対
応
ほ
か
、
被
災
住
民

宅
の
復
旧
作
業
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
従
事
し
た
。

　
参
加
者
は
恊
働
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
被
災
住
民
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
に
対
し
、

必
要
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
。

地
震
で
散
乱
し
た
家
財
道
具
の

整
理
を
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

崩
れ
落
ち
た
土
壁
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
解
体
撤
去
作
業
を
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
七
尾
市

は
災
害
ご
み
を
受
け
入
れ
る
一

時
的
な
集
積
場
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
ソ
フ
ァ
や
机
、
布
団
、

テ
レ
ビ
、
食
器
類
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
廃
棄
物
の
搬
送
依
頼
も

あ
っ
た
。
期
間
中
、
車
２
台
で

壊
れ
た
家
財
を
持
ち
込
ん
だ
。

被
災
住
民
の
一
人
は
「
片
付
く

と
生
活
が
全
然
変
わ
る
の
で
、

本
当
に
う
れ
し
い
」
と
ほ
っ
と

す
る
一
方
、
「
家
は
い
ず
れ
取

り
壊
さ
な
い
と
駄
目
で
、
今
後

の
見
通
し
は
立
た
な
い
」
と
た

め
息
を
漏
ら
し
た
。

　
大

會
教
団
の
男
性
会
員

（

）
は
長
男
（

）
、
姉

（

）
や
甥お

い

（

）
と
共
に
参

加
。
「
地
震
の
被
害
を
テ
レ
ビ

で
見
て
、
い
て
も
立
っ
て
も
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
信
仰
熱

心
な
母
の
勧
め
も
あ
り
、
家
族

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
被
災
地
の

方
々
に
寄
り
添
い
、
少
し
で
も

心
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
近
隣
の
寺
院
で
は
瓦

の
整
理
や
食
器
の
片
付
け
、
障

子
の
修
繕
な
ど
を
実
施
。
住
職

は
、
「
丁
寧
に
作
業
を
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。
立
正
佼
成
会

の
女
性
会
員
（

）
は
、
被
災

者
に
少
し
で
も
笑
顔
に
な
っ
て

も
ら
お
う
と
、
拠
点
の
小
牧
集

会
所
で
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作

り
、
近
隣
の
地
域
住
民
を
は
じ

め
、
仮
設
住
宅
を
訪
れ
、
小
分

け
し
た
ケ
ー
キ
を
届
け
た
。

　
な
お
、
５
月

～

日
の
日

程
で
第
２
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

が
引
き
続
き
救
援
活
動
を
展
開

す
る
。

　

日
は
泰
緬
鉄
道
建
設
時

に
、
最
も
困
難
を
極
め
、
過
酷

な
作
業
で
多
大
な
犠
牲
者
を
出

し
た
ヘ
ル
フ
ァ
イ
ア
・
パ
ス
を

訪
れ
た
。
昼
夜
を
問
わ
ず
工
事

が
行
わ
れ
、
明
か
り
を
照
ら
す

様
子
が
地
獄
の
炎
の
様
に
見
え

た
こ
と
で
名
前
が
付
け
ら
れ
た

と
い
う
。
慰
霊
碑
に
到
着
後
、

献
花
し
祈
り
を
捧
げ
、
入
口
に

建
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
資
料
館
を

見
学
し
た
。

　
昼
食
を
挟
み
、
ナ
ム
ト
ク
ま

で
移
動
。
ナ
ム
ト
ク
は
旧
泰
緬

鉄
道
の
タ
イ
側
現
存
最
終
地

点
。
「
ナ
ム
ト
ク
の
丘
」
に
到

着
し
、
新
宗
連
青
年
会
が
建
立

し
た
タ
イ
式
供
養
塔
サ
ン
プ
ラ

プ
ー
ン
と
周
囲
を
清
掃
し
、

「
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平

和
祈
念
式
典
」を
執
り
行
っ
た
。

庭
野
嘉
照
青
年
会
委
員
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
献
香
、
献
花
、
教

団
別
礼
拝
を
行
っ
た
。

　
こ
の
後
、
現
存
最
終
駅
の
ナ

ム
ト
ク
駅
ま
で
移
動
し
、
タ
ム

ク
ラ
セ
ー
駅
ま
で
実
際
に
旧
泰

緬
鉄
道
に
乗
車
。
下
車
後
、
駅

の
す
ぐ
側
に
あ
り
、
ヘ
ル
フ
ァ

イ
ア
・
パ
ス
と
同
じ
く
、
泰
緬

鉄
道
建
設
工
事
の
難
関
を
極
め

た
場
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
ワ

ン
ポ
ー
の
木
橋
（
ア
ル
ヒ
ル
桟

道
橋
）
を
訪
れ
た
。
見
学
後
、

一
行
は
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
に
戻

り
、
振
り
返
り
を
行
っ
た
。

　
最
終
日
は
午
後
か
ら
、
バ
ン

コ
ク
の
王
宮
周
辺
を
ガ
イ
ド
の

案
内
で
巡
り
、
タ
イ
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
た
。そ
の
後
、夕
食

会
場
に
移
動
し
解
団
式
を
行
っ
た
。

　
解
団
式
で
は
、
団
員
そ
れ
ぞ

れ
が
感
想
を
発
表
。
「
日
本
の

国
内
の
被
害
に
つ
い
て
は
学
ん

で
い
た
が
、
今
回
は
加
害
者
と

し
て
の
立
場
で
学
び
、
慰
霊
供

養
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

で
新
た
な
気
付
き
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他
教

団
の
青
年
と
一
緒
に
学
べ
た
こ

と
も
大
き
か
っ
た
」、「
戦
争
、

紛
争
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
。
実
際
に

五
感
で
感
じ
た
こ
と
を
日
本
に

帰
っ
て
、
少
し
で
も
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

発
表
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
後
、
宮
本
青
年
会
委
員

長
が
総
括
の
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、「
団
長
と
し
て
は
じ
め
て
、

使
節
団
に
参
加
し
た
が
、
現
在

と
過
去
の
タ
イ
を
学
び
、
日
本

が
戦
時
中
に
タ
イ
に
行
っ
た
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
宗
教
の
違
う
者
同
士
が
一

緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
の

ご
縁
を
大
事
に
し
て
、
日
本
に

帰
っ
て
も
日
々
の
宗
教
活
動
や

生
活
に
活
か
せ
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
振
り

返
っ
た
。

　
新
宗
連
青
年
会
（
宮
本
泰
克

委
員
長
）
は
３
月

～

日
に

か
け
て
、
「
第

次
ア
ジ
ア
青

年
平
和
使
節
団
」
（
『
栞
』
参

照
）を
タ
イ
王
国
に
派
遣
し
た
。

　
今
回
の
使
節
団
は
、
第
１
次

（
１
９
７
４
年
）
か
ら

年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、

使
節
団
の
原
点
と
な
る
タ
イ
王

国
の
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
県
を
訪

問
し
た
。
か
つ
て
日
本
軍
の
泰

緬
鉄
道
建
設
に
あ
た
り
、
命
を

落
と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
「
労

務
者
」
や
連
合
軍
の
捕
虜
、
関

係
者
へ
の
慰
霊
と
懺
悔
と
共

に
、先
師
先
達
の
行
動
を
学
び
、

継
承
し
今
後
の
使
節
団
の
手
が

か
り
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的

に
派
遣
さ
れ
た
。
妙
智
會
教
団

と
立
正
佼
成
会
か
ら

人
が
参

加
し
た
。

　
ま
た
、
２
月

日

に
は
事
前
学
習
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

い
、
第
１
次
東
南
ア

ジ
ア
青
年
平
和
使
節

団
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
『
ア
ジ
ア

懺
悔
行
』
を
視
聴
、

隈
元
正
樹
青
年
会
事

務
局
長
が
解
説
し
、

使
節
団
の
原
点
を
学

ん
だ
。

　
３
月

日
に
羽
田

空
港
に
集
合
し
、
深
夜
便
に
て

ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
国
際
空
港

（
バ
ン
コ
ク
）
に

日
早
朝
に

到
着
し
た
一
行
は
、
バ
ス
で
立

正
佼
成
会
の
バ
ン
コ
ク
教
会
を

訪
問
し
、
参
拝
と
結
団
式
を
行

っ
た
。
は
じ
め
に
バ
ン
コ
ク
教

会
の
山
田
光
英
教
会
長
が
あ
い

さ
つ
を
し
た
後
、
宮
本
泰
克
委

員
長
は
あ
い
さ
つ
で
今
回
の
使

節
団
の
抱
負
と
し
て
、
「
先
の

大
戦
を
超
え
て
、
現
在
の
タ
イ

が
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
か
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
宗

教
の
垣
根
を
越
え
た
協
力
に
よ

り
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
バ
ン
コ
ク
教
会
の

現
地
青
年
の
会
員
と
と
も
に
交

流
を
兼
ね
た
昼
食
の
後
、
タ
イ

の
現
状
を
学
ぶ
た
め
バ
ン
コ
ク

の
ス
ラ
ム
の
ひ
と
つ
、
ク
ロ
ン

ト
イ
・
ス
ラ
ム
で
支
援
活
動
を

行
う
シ
ー
カ
ー
・
ア
ジ
ア
財
団

を
訪
問
し
研
修
を
行
っ
た
。

　

日
午
前
、
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ

リ
県
に
向
か
い
、
は
じ
め
に
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
戦
争
博
物
館
　（Jap

an

　

・
　England

　

・
　Am

erica

　

・
　Australia

　・　Thailand

　・　H
olland

＝
オ
ラ
ン
ダ
、
各
国
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
）
を
見

学
。
当
時
の
日
本
軍
の
捕
虜
収

容
所
を
再
現
し
、
竹
で
造
ら
れ

た
施
設
の
中
に
は
、
日
本
軍
の

資
料
や
医
療
の
現
場
、
捕
虜
の

兵
士
が
収
容
所
の
様
子
を
描
い

た
ス
ケ
ッ
チ
等
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。
施
設
横
に
建
つ
、
第
１

次
使
節
団
で
案
内
役
を
務
め
た

元
日
本
陸
軍
憲
兵
隊
通
訳
の
永

瀬
隆
氏
（
２
０
１
１
年
逝
去
）

の
銅
像
も
見
学
。
永
瀬
氏
は
戦

後
、
贖
罪
と
和
解
の
た
め
活
動

し
、タ
イ
で
も
知
ら
れ
た
人
物
。

　
そ
の
後
、
綺
麗
に
整
備
さ
れ

た
連
合
軍
墓
地
を
訪
れ
、
慰
霊

碑
に
献
花
し
祈
り
を
捧
げ
た
。

　
続
い
て
連
合
軍
墓
地
の
横
に

建
つ
泰
緬
鉄
道
博
物
館
を
見

学
、
鉄
道
建
設
中
の
連
合
軍
捕

虜
の
過
酷
な
労
働
状
況
の
様
子

を
学
ん
だ
。

　
施
設
見
学
後
、
バ
ス
で
移
動

し
、
泰
緬
鉄
道
建
設
に
携
わ
り

犠
牲
と
な
っ
た
捕
虜
や
「
労
務

者
」
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
日

本
軍
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
カ

ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
慰
霊
塔
を
訪

問
。
献
香
・
献
花
に
続
い
て
祈

り
を
捧
げ
た
。
ま
た
、
近
隣
に

あ
る
、
永
瀬
氏
が
建
立
し
た
ク

ワ
イ
河
平
和
寺
院
も
訪
れ
、
祈

り
を
捧
げ
た
後
、
目
前
に
あ
る

メ
ク
ロ
ン
鉄
橋
を
見
学
し
た
。




